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令和４年１月２５日 

教 育 環 境 課 

 

区立小・中学校の校庭整備における基本的な考え方について 

 

１ 主旨 

区立小・中学校の校庭整備におけるグラウンドの仕様は、区の標準設計仕様書において

クレイ系舗装（グリーンダスト）を基本としているが、一部の学校においては、天然芝ま

たは、ゴムチップ舗装による整備が行われている。 

しかしながら、グリーンダストは、砂埃による周辺住環境への影響とともに人体への健

康被害も懸念され、また、天然芝は、芝生の養生期間（概ね、２から３ヶ月程度/年間）の

確保が必要なため、学校運営や地域利用への影響などが課題となっている。   

このような状況を踏まえ、今後の改築・改修にあたっては、敷地状況に応じた校庭整備

とする必要があることから、このたび、校庭整備における基本的な考え方をとりまとめた

ので、報告する。 

 

２ 区立小・中学校の校庭整備の状況と仕様について 

  【別紙１】および、【別紙２】のとおり 

    

３ 校庭整備の基本的な考え方 

良好な教育環境の確保や環境保全の観点から、以下の（１）クレイ系舗装（土系）＋天

然芝（一部）の採用を基本とするが、今後も周辺住環境を考慮し、学校ごとの敷地状況に

応じて（２）ゴムチップ舗装の採用の可否を判断する。 

なお、人工芝の整備は、他自治体等における採用事例も見られるが、整備費が増額とな

るとともに、自然環境への影響などが懸念されていることを踏まえ、新素材の技術開発な

どの動向について、引き続き、調査研究を進めていく。 

 （１）クレイ系舗装（土系）＋天然芝（一部） 

   ①これまで基本としていた仕様（グリーンダスト）と比較して、埃が立ち難い粒度調

整（より細かい砂を取り除く）を行った材質を標準の仕様とし、防塵性を高める。 

②敷地周囲には防砂ネットを設置するとともに、防砂効果を高めるために適宜、植栽 

帯を設ける。 

（防砂ネットの設置高さは、固定するフェンス等への荷重条件などを踏まえる。） 

   ③散水設備は、校庭規模等を踏まえながら適切な箇所に設置する。 

   ④土壌を安定させる防塵剤（砂の団粒化）を必要に応じて散布し、砂埃の抑制を図る。 

   ⑤側溝清掃や砂の入れ替え等、適正な維持管理に努める。 

   ⑥天然芝生は、芝生の養生期間を考慮し、特に利用頻度の高いトラック及びトラック

内や遊具周囲等を除いた一部の範囲への整備を検討する。 
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 （２）ゴムチップ舗装 

  ①既にゴムチップ舗装を採用している学校を含め、敷地周囲に低層住宅地が密集し、

風の影響を受け易いなどの地域特性を踏まえて採用を検討する。 

  ②表層は、防滑性に配慮した仕様を検討する。 

 

（３）天然芝（全面） 

校庭の全面または校庭トラック内を天然芝としている学校では、芝生の養生期間（概

ね、２から３ヶ月程度/年間）を確保するために、校庭が使用できない期間が生じており、

学校運営や地域利用に支障をきたしている。そのため、新規の学校においては、全面天

然芝を採用しない。 

なお、第２校庭等の利用により学校運営に支障がない場合を除き、既に全面またはト

ラック内を天然芝としている学校については、（１）クレイ系舗装（土系）＋天然芝（一

部）への改修を基本とする。 

 

 

校庭整備の状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和４年度の校庭整備（改修）予定校 

   烏山北小学校、駒沢小学校、駒繋小学校 概算事業費計 約１．２億円 

 

 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備 

防砂ネット 

植栽帯 

防球ネット 
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【別紙１】 

区立小・中学校の校庭整備の状況 

  ｸﾚｲ系舗装 天然芝 
全天候型舗装 

（ゴムチップ舗装等） 

小学校（６１校） ５５校 ２１校 整備年度 ４校 整備年度 

  ＊天然芝採

用（全面、ト

ラック内）の

３ 校 、 お よ

び、ゴムチッ

プ舗装採用

(砧南小を除

く)の３校を

除いた学校

数 

 

＊内４校（桜

丘中学校Ｈ

２１、 

上北沢小学

校Ｈ２５、 

笹原小学校

Ｈ２６、 

太子堂小学

校 Ｈ ２ ８ ）

は、微粒子

調整型スク

リーニング

ス採用 

旭小学校（一部） H１９ 駒沢小学校 H１８ 

 駒沢小学校（一部） Ｈ２０ 
八幡小学校 

Ｈ２ 
(H16,R3 改修)  松沢小学校（第２校庭） H２２ 

 砧小学校（一部） H２３ 中里小学校 Ｈ２３ 

 希望丘小学校（一部） H２３ 砧南小学校（第２校庭）   Ｈ２８ 

 桜町小学校（一部） H２３   

 中里小学校（一部） H２３    

 山崎小学校（トラック内） H２３    

 池尻小学校（概ね全面） H２４    

 上北沢小学校（一部） H２４    

 烏山北小学校（全面） H２４    

 京西小学校（第２校庭） H２４    

 千歳台小学校（一部） H２４    

 芦花小学校（一部） H２４    

 赤堤小学校（一部） H２５    

  千歳小学校（一部） H２５    

  武蔵丘小学校（一部） H２６    

 祖師谷小学校（一部） H２７    

 多聞小学校（一部） Ｈ２８   

  城山小学校（一部） H２８    

  下北沢小学校（一部） H２９    

  山野小学校（一部） H３１    

中学校（２９校） ２９校 ２校   ０校   

   芦花中学校（一部） H２４    

    三宿中学校（一部） H２７     

[参考] 

〇 区内国立、私立小中学校の校庭整備の採用状況 

    クレイ系舗装 天然芝 
全天候型舗装 

（ゴムチップ舗装等） 
人工芝 

国立 小学校（１校） １校 ０校 ０校 ０校 

  中学校（２校） ２校 ０校 ０校 ０校 

私立 小学校（８校） ３校 ０校 ０校 ５校 

  中学校（２０校） ５校 １校（一部） ５校 １０校 

〇 特別区における校庭整備の採用状況 

特別区 

（世田谷区除く） 
クレイ系舗装 

天然芝 

（全面、一部） 

全天候型舗装 

（ゴムチップ舗装等） 

人工芝 

（整備予定含む） 

２２区 ２１区 ２１区 １９区 ２０区 
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【別紙２】 

仕様比較 

  各分類における一般的な仕様による性能評価を以下に示す。 

舗装分類 クレイ系舗装 天然芝 ゴムチップ舗装       人工芝 

(採用実績なし) グリーンダスト 微粒子調整型緑

色スクリーニングス 

全景 

 

 

 

詳細 

 

 

 

     

仕様 
緑輝岩を砕石し
た舗装材 
 

粒径の細かい砂
をより取り除き
粒度調整した舗
装材 

天然の芝草 
ゴムチップ（合成
ゴム）を接着剤で
固めた舗装材 

合成繊維（ポリエ
チレン樹脂等）を
表面材とし、珪砂
やゴム粉を充填す
る。(メーカーの仕
様によって異なる) 

機能性 〇 降雨や降雪後
は、使用制限 

〇 降雨、降雪後
は、使用制限 

▲ 養生期間中
は、使用不可 

◎ 全天候 

    

◎ 全天候 

利便性 ◎ 多様な活動や
行事に適する 

◎ 多様な活動や
行事に適する 

〇 
・多様な活動や
行事に適する 

・車両制限 
▲ 

・白線の可変性
に難がある 

・火気厳禁 
▲ 

・白線の可変性
に難がある 

・飲食や火気厳
禁 

・車両制限 

防塵性 ▲ 

従前の粘土質
土に比較して
改善されてい
るが、埃が立
ち易い 

〇 

微粒子分を減
らしているた
め、グリーン
ダストに比べ
て砂埃が改善
している 

◎ 
地表面を覆っ
ているため埃
は立ち難い 

◎ 埃は立たない ◎ 埃は立たない 

透水性 ▲ 

砂質系で透水
性は良好だ
が、経年によ
り透水性が悪
くなる 

〇 
グリーンダス
トに比べ改善
している 

〇 

床土は主に川
砂を使用して
いるため、透
水性は良い 

◎ 水溜りは発生し
にくい 

◎ 水溜りは発生し
にくい 

安全性 〇 

・岩石を砕いて
生成された材
料の為、擦り
傷等が生じ易
い 
・運動に必要な
適度な弾力性
を有するが乾
燥すると硬く
なる 

〇 

・丸みを帯びた
材料の為、擦
り傷は発生し
難い 
・固化し難く運
動に必要な適
度な弾力性を
有する 

◎ 

転倒時の衝撃
は、芝・床土
の弾力により
緩和されケガ
の発生が少な
い 

▲ 

・雨天時は滑り
易い 

・適度な弾力性
がある為、足腰
の負担は少ない 

・夏場は、表面
温度が高くなる 

▲ 

・充填剤が珪砂
やゴム粉であ
り、弾力性に優
れている為、足
腰に優しい 

・夏場は、表面
温度が高くなる 

維持管理性 〇 

・日常管理はブ
ラシ掛け程度 
・砂の補充 
・散水や側溝清
掃など砂塵対
応が必要 
 

〇 

・日常管理はブ
ラシ掛け程度 

・砂の補充 
・グリーンダス
トに比べて砂
塵対応が改善
している 

▲ 

・定期的な散
水・芝刈・更
新作業など計
画的な管理が
必要 
・年間約２～３
ケ月間は養生
期間が必要 

〇 

・日常管理は不
要だが、使用頻
度により、表面
のコーティング
や部分的な張替
が必要 

・夏場の表面温
度抑制の散水が
必要 

〇 

・日常管理は不
要だが、使用頻
度により、人工
芝のフラッシン
グおよび充填材
の補充が必要 

・夏場の表面温
度抑制の散水が
必要 

経済性 
(参考：施工単価) 

◎ 約 4,000 円/㎡ 〇 
約 5,000 円/㎡ 
～7,000 円/㎡ 

▲ 約 7,500 円/㎡ ▲ 
約 16,000 円/㎡ 
～20,000 円/㎡ 

▲ 
約 16,000 円/㎡ 
～25,000 円/㎡ 

※施工条件は、施工面積３０００㎡以上、かつ１０ｔ車搬入可。 ※同左 

◎良い〇普通▲劣る 


